


森林研究・整備機構の
ダイバーシティ推進

ー不妊治療・育児・介護で使える制度や情報ー

ダイバ君 エンカちゃん

育児・介護
・不妊治療を
中心に見てい
きましょう。

育児・介護
休業法が
改正されま
した。



★不妊治療と仕事の両立を支援しています

様々な制度、様々な研修が
評価され、今年2月、
くるみんプラス認定
を取得しました。

① 不妊治療と仕事の両立
“見えにくい悩みにも支援を”

★活用できる制度には、どんなものがあるでしょう

出生サポート休暇

在宅勤務

早出遅出勤務

詳しくはガイドブックを参照していただくとともに
各職場の両立支援担当者にご相談ください。



★育児・介護休業法が改正され、令和7年4月から施行されました。

・子の負傷又は疾病
・健康診断・予防接種 に
・感染症に伴う学級閉鎖等
・入園（入学）式、卒園（卒業）式

が追加されました

② 活用しよう！育児・介護休業制度

子の看護等休暇の取得条件

４月に
育児と介護のガイドブック
両立支援ガイドブック

を更新しました

★制度のどこが変わったでしょう

所定外労働の制限（残業免除）

３歳未満の子を養育する職員
↓

小学校就学前の子を養育する職員
に対象拡大されました



新設の給付金💰

③ 活用しよう！育児関連の給付金

★出生後育児休業支援給付金が創設され、令和7年4月から施行
されました。

共働き夫婦がともに14
日以上、育児休業を取
得すると 最大28日間
「夫婦ともに手取りほ
ぼ満額」になります。

このほか、育児時短就業給付金も始まりました。
詳しくは最寄りのハローワークにご相談ください。

育児休
業開始

育児休業開始

１歳

支 給 額 の イ メ ー ジ パパ・ママ育休プラス制度を活用した場合のイメージを記載しています。

28日

１８０日8週間

152日（１８０日－２８日）

出生後休業
支援給付金

給付率2/3
（健康保険等による
出産手当（※1））

出産

父

母
出生後休業
支援給付金

給付率
67％

（出生時育児
休業給付金）

13％ 出生時育児休業給付金または
育児休業給付金と合わせて給
付率80％（手取り１０割相
当（※2））

１歳
２月

給付率67％
（育児休業給付金）

28日

給付率67％
（育児休業給付金）

13％

給付率50％
（育児休業給付金）

給付率50％
（育児休業給付金）



④ 男性職員の育児休業の取得状況
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増加

※令和7年2月時点の速報値

令和5年全国平均 30.1% 令和5年大企業平均値 46.5日
全国平均値 23.4日

★森林研究・整備機構の男性職員の育児休業の状況を
見てみましょう。

取得率も
取得日数も
年々、増加
しています。

上司や同僚
の皆さんの
ご理解が必
要です。

ダイバ君 エンカちゃん

79 % 64 %



★森林研究・整備機構では、休暇や休業が選択できます

⑤ 介護が必要になったら…

介護休暇
介護休業

（介護部分休業を含む）

早出・遅出勤務 休憩時間の短縮

休暇や休業
が必要な時
には勤務管
理者に申し
出ましょう。

在宅勤務

介護サービス
を受けるには
自治体窓口や
地域包括支援
センターなど
と相談します。
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よろしければ所感を書いてお貼りください。



男女共同参画週間に寄せて

今年も男女共同参画週間がやってきました。4月に育
児・介護休業法が改正され、より柔軟な働き方ができる
ようになりました。改正の詳細は、冊子にわかりやすく
書かれています。子どもの看護休暇の取得条件が緩和さ
れたので、是非チェックしてみてください。次回の改正
では、緩和に伴って看護休暇の日数も増やしてほしいと
ころですね。また、現在看護休暇は子どもに対する看護
だけですが、全国的に高齢の労働者が増えているので、
夫や妻にも範囲が広がるよう期待したいです。
また、昨年は不妊治療の研修会も開かれ、「くるみん

プラス」に認定されました。おめでとうございます。各
部署の両立支援担当者はこうした相談があることも意識
して、支援制度の確認をされると良いと思います。不妊
治療については、研修会の資料を活用してください。
毎年この時期に、こうした周知を行ないダイバーシ

ティ推進に尽力しているダイバーシティ推進室の室長お
よび室員の皆さんに敬意を称したいと思います。貴機構
のすべての職員が安心して仕事ができるよう、私も微力
ながら応援いたします。

森林研究・整備機構アドバイザー
東京科学大学 社会連携・DE＆I本部 特任教授

菅野摂子


